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１．はじめに
学校法人 福岡女学院は1885（明治18）年に

「英和女学校」として福岡市に創立しました。
1921（大正10）年には日本で初めてセーラー服
を制服に採用するなど、変動する社会にも常に
貢献できるよう新しい教育分野を拓き続けなが
ら幼稚園から大学院までの総合学園へと成長し
ました。
福岡女学院大学の

教育の目標は、キリ
スト教に基づく建学
の精神を土台に、神
と隣人への「愛」に
生きることを要とし
た、主体的人格を持
つ女性を育成するこ
とです。このために、
本学では、３学部６
学科を設置し、広い
教養と国際性を養成す
るために必要な、一人ひとりの個性と可能性を
大切に育てる教育を行っています。
学生数は、人文学部（現代文化学科、表現学

科、英語学科）1,079名、人間関係学部（心理
学科、子ども発達学科）955名、短期大学部227
名で、専任教員数は92名です（2012年５月１日
現在）。
2013年度より人文学部表現学科を改組し、

「メディア・コミュニケーション学科」、「言語
芸術学科」を新設予定です。

２．メディア教育研究センターの役割
メディア教育研究センターは情報処理教育の

推進の主管部署であり、学内ネットワークを中

心とした情報処理教育・研究システムの構築や
運用管理を行っています。社会の高度情報化に
適応し、高速１ギガビットの光ケーブルによる
全学LANを敷設し、情報処理教室の整備、教育
研究環境の情報化を継続的に推進しています。
現在、中心となる四つの情報処理教室（略称
PCルーム）を授業使用時以外は自習室として

開放し、定期試験に備
えた期間は特別開室
するなど、学生をサ
ポートしています。
PCルームは2013・
2014年度に新校舎へ
移転し、コンピュー
タやネットワークが
利用できる自習スペー
スの充実および基幹
ネットワークの高速
化や無線LANアクセ
スポイント（Wi-Fi）の

拡充を図り、さらに快適な環境となります。
また、学生・教職員を対象に自宅から大学に専
用回線のように接続できるVPN環境を整備し、
情報処理教育の推進と各種サービスの提供、ネッ
トワーク利用による図書館や事務と連携した学
生の利便性向上を目指しています。
教学組織であるメディア教育研究センターが

策定するICTを活用した教育改善計画に基づい
て、事務組織であるメディア情報課が事務、技
術業務を行い、システムと基盤を支えるという
体制をとっています。
なお、メディア教育研究センターは2013年度

より、組織名称の変更を行う予定です。

福岡女学院大学のICTを活用した
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３．教育・学習支援の取り組み
（１）福岡女学院大学の情報処理教育、教育の

情報活用の取り組み

大学では開講中の「コンピュータリテラシー
基礎」を実社会の変化に合わせて一部改訂し、
2013年度から、１年次に「情報リテラシー」
（必修科目）を開講しています。ここで、入学
後の基礎となる大学ネットワークシステムや電
子メールの操作と基礎知識、情報検索や情報の
扱い方およびセキュリティ管理を学び、コンピ
ュータや一般的なアプリケーションソフトの基
本操作を習得します。 単に操作を学ぶのでは
なく、国際的な情報ネットワークの急速な普及
の中で、コンピュータとネットワークを使いこ
なし、仕事や日常生活に活かすことができる情
報処理能力を身につけることを教育の目的とし
ており、続いて「PC演習A」、「PC演習B」、
「PC演習C」（すべて選択科目）とさらに高度な
学習へステップアップができます。 一方、技
能習得もおろそかにはしません。日商PC検定
（文書作成・データ活用）やマイクロソフトオ
フィススペシャリスト検定試験に準拠した、文
書作成ソフトや表計算ソフトの操作も学ぶこと
ができます。この他に、情報処理教育を通して
幅広く活躍できる人材の育成を目指し、情報処
理以外の科目でのコンピュータの活用を推進し
ており、今では語学をはじめ、心理学、社会学、
初年次教育など様々な分野の授業での利用が広
がってきました。授業以外での、卒論作成や就
職活動など学生生活にコンピュータを活用する
支援もその一環です。

（２）福岡女学院大学短期大学部の情報処理教育、

教育の情報活用の取り組み

短期大学部では、２年間で英語の４技能「話
す」「聞く」「読む」「書く」をしっかり身につ
ける教育を行います。キリスト教科目、英語科
目、基礎科目、キャリア教育をベースに、専門
科目で学びを深める教育課程となっています。
キャリア教育の一つとして、コンピュータ技能
を位置づけています。
２年間で習得した技術や知識が、一人ひとり

の「将来」につながるような学びを可能にする
ために、アカデミック・インテンシブコース、
エアライン・ツーリズムコース、メディアイン

グリッシュコースという三つの専門コースを設
定しています。特に、メディアイングリッシュ
コースでは、インターネットをはじめ、テレビ
やラジオなど各種のメディアを使用して、英語
の力、とりわけ英語による発信力を磨きます。
映画やニュースを題材に生きた英語を学ぶとも
に、情報発信のためのツールとしてWebなどの
利用方法を学びます。情報収集能力と活用能力
を磨き、世界で起こっていることを分析する力
を身につけ、最終的にiPod(R)などの機器を活
用してPodcastingの番組を作成し、世界に向け
て発信することを目指します。

（３）新学内情報教育システム

2011年度に、より充実した教育環境と教員・
学生の利便性を考慮して学内情報教育システム
の刷新を行いました。情報処理教室４室（計
224台）、CALL教室２室（62台）、教員用コンピュ
ータ100台、およびネットワーク機器と各種サ
ーバを更新し、2011年10月から新システムが稼
働しました。

１）ネットワーク環境の改善

本学の教育研究の情報化を支えるネットワー
クをミッションネット（Mission Net）と呼
んでいます。基幹ネットワークには光ケーブ
ルを敷設し、末端まで１ギガビットの帯域を
確保した機器を導入し、マルチメディア通信
に対応した環境を実現しています。インター
ネットへの接続は、200メガビットの複数回
線を負荷分散して常時接続し、高速でインター
ネット情報検索が可能です。このミッション
ネットを利用し、メールやインターネット情
報検索の他、大学図書館の蔵書検索、掲示板、
休講・補講情報などの情報サービスを行って
います。
メールシステムについては、2011年のシス
テム更新を機に、学生の利便性向上と外部か
らの利用（PC、携帯端末、スマートフォン
からの利用）を考慮して、Gmailを利用する
よう変更しました。
また、新たに統合認証システムを導入し、
学内のPCログオン、メールシステム（Gmail）、
各種Web教育支援システム、無線LAN認証、
VPN認証等のアカウント同期を行い、利便性
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とともにセキュリティも向上し、かつアカウ
ント管理等の運用も容易となりました。

２）無線LAN（WiFi）による自学習環境の

拡充

学生自身のノートパソコンやタブレットを
学内で利用するために、学内の無線LANアク
セスポイントを大幅に増設し、カフェテリア
や食堂など学生が集まるエリアを中心に
WiFiエリアを拡充しました。
学生持ち込みPCやスマートフォン・タブ
レット等は、Web認証によりセキュリティを
確保しています。

３）学習管理・支援システム（LMS）の活用

本学では、Webとコンピュータを使った学
習管理・支援システム（LMS）を導入しま
した（図１）。ネットワークを利用して、教
材の配布やレポートの提出およびテスト等の
実施と、それに対する成績評価や学習成果を
統合的に管理するシステムです。LMSを通
じて教材を介したやりとりを繰り返すこと
で、教員からきめ細やかな指導を受けること
ができます。さらに、教員と履修者および履
修者間のコミュニケーションを円滑に行うた
め、メールへの転送設定を備えたお知らせ機
能、掲示板やフォーラム、FAQ等も設けてい
ます。このシステムの利用によって、学生の
学習意欲の向上、教員と学生双方の利便性と
創意工夫が促進され、教育効果の向上につな　
がることを目指しています。
運用開始して１年半が経過したところです
が、これまでの運用結果を分析して、レポー
ト提出までの時間、教員からの指示を閲覧す
るまでの時間、掲示板の発言頻度などを総合
して授業に対する取り組み姿勢＝すなわち学
習態度として数値化することにより、学習態
度と成績との相関関係が見えつつあります。
LMSを使って学習を「管理」することのみ
ならず、学生の学習態度や理解度を把握し、
一人ひとりに応じた指導に加えて、より良い
教材開発、教育方法の改善へとつながるもの
であることを期待しています。

４）ICカード学生証の活用

2011年４月に、九州初となる交通系ICカー
ド型学生証を導入しました。学内の各種個人
認証に利用するとともに、大学内外で電車・
バス定期も含めて電子マネー決済ができるも
のです。
４月には、図書館のセキュリティゲート、
図書館貸出システムの認証として利用を開始
し、夏には、PCルームにICカード学生証を
用いたプリント管理システムを導入しました
（図２）。
パソコンから送った印刷データをプリンタ
サーバにいったん蓄積し、複数設置している
プリンタ側で選択して印刷するしくみです。
学生証は、自分が送った印刷データを表示さ
せる「ユーザ認証」に用います。このシステ
ムにより、４教室あるPCルームのどのプリ
ンタからでも自分の印刷物を受け取ることが
できるようになりました。カラー印刷・両面
印刷対応でタッチパネルによる直感的なわか

図１　LMS教員機能　参考画面

図２　交通系ICカード学生証とプリント管理システム
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りやすい操作性は学生にとても好評です。
ICカード学生証をかざして印刷することを
学生自身が楽しんで利用していく中で、「認
証」というセキュリティ意識が高まるととも
に、ネットワークコンピューティングの概念
がイメージできるという効果もありました。

５）学生指導支援システム

本学は一人ひとりの学生に応じた指導に力　
を入れています。その一つが2006年度より運
用してきた「学生指導支援システム」と呼ん
でいる本学独自開発の学生情報データベース
システムです（図３）。本学では「アドバイ
ザー制」をとっており、学生一人ひとりに担
当するアドバイザーの教員が修学・学生生活
の指導を行います。当システムでは、科目担
当者から欠席しがちな学生がアドバイザーに
報告され、アドザイザーは学生の情報（過去
の成績、これまでの指導の経緯）を閲覧しつ
つ直接対面の指導を行います。アドバイザー
の指導結果を科目担当者および事務職員と共
有することによって、学生一人ひとりに応じ
た指導を行うものです。
いわゆる「学生カルテ」のようなシステム
ですが、本学の全学的な取り組みに合わせて
独自に開発を行い、改善を重ねてきました。
今後、さらに学生ポータル、ポートフォリオ
システムへの展開を検討しています。

６）社会人基礎力育成の取り組み

昨年度の日本経済新聞主催「社会人基礎力
育成グランプリ2012」において、本学人文学
部現代文化学科浮田ゼミの３年生が、１位
「社会人基礎力大賞（経済産業大臣賞）」を
獲得しました。
アンケート調査・分析結果の評価作成での
ICTの活用など、社会人にとって必要となる
課題発見力、提案力、解決力が高く評価され
ました。
引き続き社会人基礎力育成に力を入れ、今
年度も九州沖縄予選会を通過し、全国大会へ
の最後の仕上げを行っているところです。

４．今後の展開と課題
本学では、2012～2013年度の２年計画で、新

棟の建設を行っています。現在学内の各棟に分
散しているPCルームやCALLルーム等のICT関
連施設をこの新棟に集約する予定です。集約す
ることにより、管理面の効率化を図るだけでな
く、学生の利用しやすい環境整備と教育や自学
習への支援の向上を目的としています。併せて、
学生が自身のPCやタブレットを持ち込んで、
個人学習やグループ学習ができるラウンジを設
置します。また、グラフィックス・CAD・映
像・音楽制作等を行うクリエイティブ・デザイ
ン実習室にはアクティブ・ラーニングの概念を
取り入れることや、従来型のCALL教室ではな
いICTを活用した語学学習スペースを増設する
ことを検討しています。
また、2013年度４月より開設する「言語芸術

学科」では、学生一人ひとりにiPad(R)を貸与
し、電子ブックの講読、電子テキスト、文献や
情報の検索、コミュニケーションツールとして
活用します。そのための情報基盤の整備、コン
テンツの作成や配信のしくみ作りを研究してい
きます。
現代社会のみならず教育にもICTはなくては

ならない「基盤」であるとともに、「ツール」
であります。ICT化、デジタル化が目的になる
ことなく、本来の教育を支援・補完するツール
としての活用を行うことを考えていきます。

文責：福岡女学院大学
メディア情報課　大石　定和

図３　学生指導支援システム画面
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